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昨
年
の
１２
月
１１
日
東
京
高
裁
第
９

民
事
部
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社

か
ら
懲
戒
解
雇
さ
れ
た
東
労
組
組
合

員
で(

元
）
浦
和
電
車
区
社
員
ら
６
名

の
「
地
位
確
認
等
請
求
事
件
」
に
つ
い

て
棄
却
の
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

判
決
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
富
田
社
長

は
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
全
社
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
安
全
の
確
保
と
良
質

な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
社
員
が

安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
平
穏

な
職
場
環
境
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実

現
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
会

社
と
し
て
は
二
度
と
こ
の
よ
う
な
不

幸
な
事
件
が
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ

う
職
場
規
律
の
確
保
に
最
大
限
、
力
を

尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
社
員
の
皆
さ
ん

も
、
こ
の
機
会
に
、
職
場
規
律
の
重
要

性
に
つ
い
て
改
め
て
真
摯
に
考
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と
コ
メ
ン
ト 

を
発
表
し
ま
し
た
。 

~
異
様
な
組
織
実
態~

 
 

浦
和
電
車
区
脱
退
・
退
職
強
要
事

件
と
は
、
若
い
東
労
組
運
転
士
が
敵

対
す
る
Ｊ
Ｒ
連
合
組
合
員
と
一
緒
に

キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
こ
と
に
東
労
組

役
員
が
因
縁
を
つ
け
、
組
織
を
破
壊

す
る
も
の
と
し
て
、
平
成
１３
年
１
月

か
ら
６
月
下
旬
ま
で
十
数
回
に
わ
た

り
、
少
な
い
時
で
５
人
、
多
い
と
き

は
３
０
人
と
い
う
集
団
で
組
合
や
め

ろ
、
会
社
や
め
ろ
な
ど
と
脅
迫
。
平

成
１３
年
２
月
末
組
合
か
ら
脱
退
さ

せ
、
７
月
末
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
退
職

さ
せ
た
と
い
う
強
要
事
件
で
す
。（
後

に
復
職
）
こ
の
事
件
で
平
成
１４
年
Ⅰ１

月
、
過
激
派
「
革
マ
ル
派
」
幹
部
の

東
労
組
組
合
員
７
名
が
逮
捕
。（
後
に

美
世
志
会
を
立
ち
上
げ
、
１
名
は 

す
で
に
退
職
）
東
労
組
中
央
本
部
等

関
係
箇
所
三
二
ヵ
所
に
対
す
る
捜
索

や
検
証
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
回
、

傍
聴
券
を
求
め
て
千
人
以
上
の
Ｊ
Ｒ

総
連
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
合
員
が
動

員
さ
れ
世
間
の
目
か
ら
異
様
な
集
団

と
映
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

 

保
釈
金
や
こ
の
間
の
裁
判
費
用
、

動
員
費
用
は
す
べ
て
Ｊ
Ｒ
総
連
、
東

労
組
の
組
合
費
で
賄
わ
れ
て
い
る
と

す
れ
ば
組
合
全
員
で
「
革
マ
ル
派
」

を
守
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
も
仕
方

が
な
い
の
で
は
？ 

~
｢

革
マ
ル
派｣

と
は~

 

「
革
マ
ル
派
」
と
は
、
正
式
名
称
を
「
日

本
革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟
革
命
的
マ
ル

ク
ス
主
義
派
」
と
言
い
、
昭
和
三
八
年
に

結
成
。
日
本
で
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
に

よ
り
共
産
主
義
革
命
を
起
こ
す
こ
と
を
最

終
目
標
と
し
て
い
る
組
織
で
す
。
昭
和
五

〇
年
代
初
め
ま
で
は
、
対
立
す
る
同
じ
極

左
暴
力
集
団
の
「
中
核
派
」「
革
労
協
」
と

の
間
で
内
ゲ
バ
事
件
を
繰
り
返
し
、
十
数

人
を
殺
害
、
ま
た
数
百
人
に
傷
害
を
与
え

て
い
ま
す
。
昭
和
五
〇
年
代
の
初
め
に
、 

ま
だ
革
命
情
勢
は
到
来
し
て
い
な

い
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
組
織
の

拡
大
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
、

「
革
マ
ル
」
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て

基
幹
産
業
の
労
働
組
合
な
ど
各
界
各

層
へ
の
浸
透
を
図
り
勢
力
を
拡
大
し

て
い
ま
す
。 

 

「
革
マ
ル
派
」
は
、
活
動
の
過
程

に
お
い
て
自
分
た
ち
と
対
立
す
る
グ

ル
ー
プ
に
対
し
、
情
報
収
集
等
を
目

的
と
し
た
盗
聴
事
件
、
住
居
侵
入
、

窃
盗
な
ど
を
繰
り
返
し
、
組
織
と
対

立
す
る
人
物
に
対
し
て
は
強
要
、
暴

行
や
精
神
的
な
攻
撃
と
し
て
無
言
電

話
を
執
拗
に
か
け
る
な
ど
の
行
為
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｊ
Ｒ
総
連
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
及
び
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
浸
透
し
て
い
る
数
は
お

よ
そ
千
人
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

~

勇
気
あ
る
決
断
を~

 
 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
大
多
数
の
組
合
員

は
常
識
の
あ
る
組
合
員
で
あ
り
、
あ

る
意
味
、
被
害
者
と
言
え
ま
す
。
特

定
の
グ
ル
ー
プ
を
優
遇
し
た
り
、
会

社
に
密
告
す
る
な
ど
職
場
を
息
苦
し

い
も
の
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
み
な
さ
ん
の
勇
気
あ
る

決
断
を
待
っ
て
ま
す
‼ 

 


